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今月の特集

愛南のうまいもんでおもてな～し



p2広報あいなん

愛は南から
　第 59 回青少年読書感想文全国コンクール（全国学校図

書館協議会など主催）の入賞者が 2月初旬に発表され、家

串小学校 2年生の兵頭玲
れ お

勇くんの「はたけのはたらきも

の」が文部科学大臣奨励賞（優秀作品）に選ばれました。

　読書が大好きという玲勇くんの作品を紹介します。

町長の行動
1 月
19 日 愛南町消防出初式
20日 県土木協会と県建設業協会との意見交換会（松山市）
21日 南宇和地区沿岸警備協議会
22日 道路要望（高知市）
23日 ダイキ㈱との「災害時等における物資供給協力に関する協定」調印式
24日 四国防災トップセミナー（高松市）、中村時広新春の集い（松山市）
25日 山本公一賀詞交歓会（宇和島市）、町水産フォーラム
26日 東海杯少年サッカー大会、町食育推進大会
27日 愛媛政経懇話会 1月例会（松山市）、町村会全員連絡会（鬼北町）
30日 B&G全国サミット（東京都）  など

2 月
  1 日 町人権ふぉーらむ、歯科医師会南予ブロック大会
  2 日 うまいもん市 in あいなん 2014
  2 ～ 4 日 風力発電地元説明会（僧都、和口第 1、第 2)
  5 日 御荘霊苑・環境衛生センター・クリーンセンター環境対策委員会
  6 日 県国民健康保険団体連合会理事会（松山市）
  7 日 全国海水養殖シンポジウム（宇和島市）
  8 日 町 PTA研究大会
10 日 道路要望（四万十市）
11日 建国記念の日奉祝南予地区大会（宇和島市）
13日 災害に強いまちづくり検討会（徳島市）
14日 救急医療関係者懇談会  など

愛南町の人口
平成 26 年 2 月 1日現在

10,792 戸世帯数 11,255 人男 12,745 人女24,000 人人口

「はたけのはたらきもの」
　　　　　　　　　　　　　　家串小学校 2 年 兵頭 玲勇
「わあ、ミミズだ。」
　生かつかの時間に、さつまいものなえをさしていたら、大きらいなミミズがいました。先生が、
「ミミズははたけのはたらきもの。ミミズがいないとこまるよ。」
と言いました。ぼくは、「こんなぐにゃぐにゃにゅるにゅるしたものが、本当にはたらきものなのかなあ。よし、
ミミズのことをしらべてみよう。」と思いました。そして図書室で、『ポットくんとミミズくん』という本を見つ
けました。
　この本には、ミミズのひみつがたくさんのっていました。そして、先生が「はたけのはたらきもの」と言った
わけを、二つ見つけました。
　一つは「うんち」です。ミミズは、頭の先に口があります。その口で、木のはを食べます。そして、たっぷり
うんちをします。そのうんちが、はたけのえいようになるのだそうです。ぼくはびっくりしました。ミミズはは
たけのいらなくなったものをそうじして、それをえいようにかえてくれていたのです。
　もう一つは「トンネル」です。ミミズのとおったあとには、細いトンネルができます。そのトンネルのおかげで、
かたくなった土も、水や空気がしみこみやすくなります。ミミズは、はたけをたがやしてくれていたのです。
　ミミズは「はたけのはたらきもの」でした。春にぼくたちのうえたやさいは、夏になってたくさんみのりまし
た。きゅうり、ピーマン、ミニトマト、なすび、オクラ、かぼちゃ、スイカ。何も考えずに食べていたけど、ぼ
くたちの知らないところで、ミミズもはたらいていたんだなあと思いました。そう思うと、ミミズのことがちょっ
とすきになってきました。
　秋になって、はたけの草ひきをしました。ミミズがいました。ぼくは、
「やあ、ミミズくん。いつもありがとう。」
と言いました。
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　平成 25年度愛媛県体育協会表彰

において、「2013ジャパンパラ水泳

競技大会」女子 50mバタフライで

優勝した稲田智
ち え

恵さん(城辺甲)に、

福祉部門の優秀スポーツ選手賞が

授与されました。(2/5)
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　 愛南町庁舎の建替

えに際し、愛媛県と愛

南町で検討を行ってい

た合同庁舎化につい

て、基本的な事項で合

意がなされたため、両者の間で「県

愛南庁舎と愛南町庁舎との合同庁舎

化に関する基本協定」が締結されま

した。調印式は県庁で行われ、中村

時
と き ひ ろ

広知事と清水雅
ま さ ふ み

文町長が協定書に

署名しました。(2/18)

合意事項は次のとおりです。

・県愛南庁舎と愛南町庁舎を合同庁舎

化する。

・愛南町が新庁舎を建設し、庁舎の一

部を県に賃貸する。

　人権擁護委員を 5期 (15 年 ) 務

められた岩井千
ち え こ

惠子さん (城辺甲 )

に、長年にわたり国民の人権の擁

護と人権思想の普及高揚に尽くし

た功績で、法務大臣感謝状が授与

されました。(1/17)

　春が来る季節の変わり目に豆を

まいて邪気を追い払い、無病息災

を願う風習「節分」。町内各保育所

にも招かざる客「鬼」が来て、園

児たちは逃げ惑い、泣きながらも

必死で豆をまきました。(2/3)

　全国で「愛」のつく市町 (神奈川

県愛川町など 5市町 ) と交流事業

を実施している北海道の愛別町か

ら、バレンタインデーに合わせて、

愛別町特産の「きのこ」の詰め合

わせや雪だるまなどが届きました。

「愛」のつく町同士で、今後どのよ

うな「おつき愛」に発展するのか、

楽しみです。(2/14)
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　「かき食べ放題コーナー」
では先着の 300 名が、かき
の炭火焼きや酒蒸しを堪能
しました（写真上）。また、
かき汁 1,000 食以上が無料
で提供されました（写真

左）。

愛
南
の
う
ま
い
も
ん
で

　

  
お
も
て

かき数当てウルトラクイズ

　
当
日
は
、
焼
き
か
き
独

特
の
潮
の
香
り
が
す
る
中
、

恒
例
の
「
餅
ま
き
」（
午
前
、

午
後
各
1
回
）
を
は
じ
め
、

「
か
き
数
当
て
ウ
ル
ト
ラ
ク

イ
ズ
」
や
「
か
き
す
く
い

取
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
愛
南
町
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
な
ー

し
く
ん
」
風
船
の
無
料
配

布
や
「
な
ー
し
く
ん
」
オ

リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
の

作
成
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

「
な
ー
し
く
ん
」
と
の
記
念

撮
影
は
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
好
評
で
し
た
。

　
春
を
思
わ
す
好
天
の
中
、
南
レ
ク
ロ
ッ
ジ
前
広
場
で
愛
南
町
の
冬
の
地
場
産
品

を
P
R
す
る
「
う
ま
い
も
ん
市
i
n
あ
い
な
ん
2
0
1
4
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
本
町
の
冬
の
味
覚
を
代
表
す
る
か
き
を
始
め
、
愛
南
の
海
や
山
の

「
う
ま
い
も
ん
」
を
食
べ
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
1
万
5
千
人
を
超
え
る
来
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

恒例の餅まき

大人気の「なーしくん」

かきすくい取り
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「愛
南の
かき
は、
臭み

がな
いの

で大
好き

。

特に
、か

きフ
ライ

の

おい
しさ

には
感動

し

た」
と竹
内清

き よ か

香さ
ん（松

山市
）。実

は、
地元
では

かき
をあ

まり
食べ

ない
そう

です
が、
愛南

のか
き

はお
いし

く食
べら

れる
よう

で、 
ぷり

ぷり
のか

き

フラ
イを
パク
リ。
 

「会
場の

雰囲
気と

か

きな
ど愛
南の
食べ
物

のお
いし
さを
満喫
し

てい
ます
」と
今治
市

から
お越

しの
菊川

晴
せ い こ

子さ
ん。「

食い
し

ん坊
みた
い」
と、食

べ終
わっ
たか
きの
殻

を山
積み
にし
て満
足

そう
に話
して
くれ
ま

した。

山岡慎
し ん じ

次さん
、忍

しのぶ

さんご
夫妻（

砥部町
）は、

「この

イベ
ント

を毎
年楽

しみ
にし

てい
る。
ほか

の産
地

のか
きが
食べ
られ
ない
くら
い愛
南の
かき
はお
い

しい
」と
、来

年の
「う

まい
もん

市」
への

参加
を

約束し
てくれ

ました
。

松山
市か
らお
越し
の福
田政

ま さ
み ち

道さ
ん一
家。「

愛南
の

かきは
、一つ

一つの
身が大

きくて
味が濃

厚。ス
ー

パー
でか

きを
買う

とき
は、
必ず

愛南
のか

きを
買

う」そ
うです

。

　
愛
南
の
か
き
が
養
殖
さ

れ
る
御
荘
湾
に
は
、
二
級

河
川
僧
都
川
の
河
口
付
近

に
広
が
る
広
大
な
落
葉
樹

林
の
豊
富
な
栄
養
分
が
流

れ
込
み
ま
す
。

　
豊
富
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

と
温
暖
な
気
候
に
よ
り
、

愛
南
の
か
き
は
、
肉
厚
で

潮
の
香
り
が
濃
く
、
絶
品

と
評
判
で
す
。 

愛
南
町
に
は
、
春
夏
秋
冬
、
海
の
幸
や

山
の
幸
の
「
う
ま
い
も
ん
」
が

い
っ
ぱ
い
や
な
〜
し
。

会場では、かきのほか、ヒオウギ貝の浜焼き、
「久良のブリ」やマグロの刺身、新鮮な野菜、
かんきつ類や郷土料理などが販売され、愛南
の「うまいもん」を買い求めようと、あちこ
ちに長蛇の列ができました。
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消防団員による分列行進

消
防
団
員
き
び
き
び
と

■
消
防
本
部
か
ら

少年消防クラブによる人員服装点検

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
平
成
26
年
愛
南
町
消
防
出

初
式
」
を
挙
行
し
、
町
内
５
方
面
隊

18
分
団
か
ら
出
動
し
た
約
５
０
０
名

が
姿
勢
・
服
装
点
検
や
分
列
行
進
、

通
常
点
検
や
小
隊
訓
練
な
ど
規
律
の

と
れ
た
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
柏
小
、
平
城
小
、
城
辺
小
、
一

本
松
小
、
福
浦
小
の
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
人
員
服
装
点
検
も
あ
り
、

各
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
長
の
号

令
に
合
わ
せ
た
元
気
の
い
い
団
体
行

動
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
活
動
に
功
労

の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
表
彰
状
の

授
与
と
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
日
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
平
成
26
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
　
被
表
彰
者
】

日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

　
●
功
績
章 

　
　
水
本
幹み

き

雄お

　
城
辺
方
面
隊
　
方
面
隊
長

　
●
精
績
章

　
　
高
川
一か

ず

幸ゆ
き

　
内
海
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長

　
　
木
村
俊し

ゅ
ん
す
け介

　
城
辺
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長

　
●
勤
続
章

　
　
根
澤
武た

け

文ふ
み

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
班
長

　
　
大
根
梅う

め

次つ
ぐ

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
団
員

　
　
立
目
熊く

ま

義よ
し

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
団
員

　
　
松
岡
克か

つ

幸た
か

　
御
荘
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
団
員

愛
媛
県
知
事
表
彰

　
●
功
労
章

　
　
若
林
弘ひ

ろ

武む

　
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

　
　
加
幡
鹿し

か

太た

郎ろ
う

　
内
海
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
ほ
か
５
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
●
竿
頭
綬 

　
　
愛
南
町
消
防
団

　
●
功
績
章

　
　
埜
下
浩ひ

ろ

孝た
か

　
御
荘
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
分
団
長
　
ほ
か
３
名

　
●
勤
続
章

　
　
稲
田
和か

ず

幸ゆ
き

　
御
荘
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
団
員
　
ほ
か
44
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

　
●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
　
島
本
し
の
ぶ
　
内
海
方
面
隊
　
島
本
善よ

し

行ゆ
き

方
面
隊
長
夫
人 

愛
南
町
長
表
彰

　
　
宮
下
英ひ

で

幸ゆ
き

　
内
海
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
団
員
　
ほ
か
９
名

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
　
河
野
貴た

か

厳よ
し

　
内
海
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
ほ
か
18
名 

 1/
   19
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役場本庁で行われた調印式では、
髙橋社長（写真右）と清水町長が協
定書に署名し、力強く握手を交わ
しました。

協
定
締
結
で
災
害
時
の
物
資
供
給
体
制
を
強
化

■
防
災
対
策
課
か
ら

水
産
業
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
模
索

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

食
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

■
愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会
か
ら

児童は3チームに分かれて料理を1品ずつ提供

し、人気レシピの投票審査を行いました。

定
は
あ
り
が
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
愛
南
町
と
ダ
イ
キ
株
式
会

社
（
松
山
市
、
髙
橋

つ
か
さ

宰
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
）
が
、
災
害

時
の
住
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
災
害
時
等
に

お
け
る
物
資
供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
生
活
必

需
品
な
ど
の
優
先
供
給
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
清
水
町
長
は

「
本
町
が
取
り
組
む
防
災
、
減
災
対

策
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
協

 1/
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『
儲
か
る
水
産
業
を
め
ざ
し
て
！

〜
漁
協
販
売
事
業
の
可
能
性
を
探
る

〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
第
４
回
愛
南
町
水
産

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
漁
協
職

員
や
漁
業
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
山
本

ふ
と
し
太
久
良

漁
協
参
事
と
岡
田
孝た

か

洋ひ
ろ

愛
南
漁
協
東

海
支
所
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組

む
販
売
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ

か
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
天
野
通み

ち

子こ

助
教
が
、
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
に
養
殖
ブ
リ
を
輸
出
す

る
鹿
児
島
県
東
町
漁
協
の
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
総
合
討
論
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

冒
頭
で
「
愛
南
町
の
県
内
外
で
の

『
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
』
や
東
北
地
方

で
行
っ
た
震
災
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
活
動
が
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
利
益
に
つ
な
げ
る
の
が
こ

れ
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
な
い
か
」

と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

南
水
研
の
竹
ノ
内
徳な

る

人ひ
と

准
教
授
が
話
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愛
南
町
食
育
推
進
事
業
指
定
校
の

福
浦
小
学
校
で
「
第
４
回
愛
南
町
食

育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
福
浦
小
学
校
が
取
り
組

ん
だ
食
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
、
「
地
域
の
食
材
を
活
か

し
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
栽
培
、

収
穫
、
調
理
、
会
食
と
い
う
一
連
の

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

児
童
・
保
護
者
と
も
に
『
食
』
へ
の

関
心
が
向
上
し
、
意
識
の
変
容
に
つ

な
が
っ
た
」
と
取
組
の
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
５
、
６
年
生
は
、

自
分
た
ち
で
考
案
し
た
カ
ン
パ
チ
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
「
カ
ン
パ
チ
っ
酢
」、「
カ
ン
パ

チ
大
根
」、「
カ
ン
パ
チ
の
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
焼
き
」
の
３
品
が
提
供
さ
れ
、

来
場
者
が
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で

食
育
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島

食
育
研
究
会
の
千
葉
し
の
ぶ
理
事
長

が
『
食
べ
も
の
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る

〜
心
を
育
む
食
と
農
〜
』
と
題
し
た

食
育
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
よ
う
に
、
参
加
者
は
積
極
的
に

意
見
交
換
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
愛

南
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
販
路
拡
大
の

方
策
を
探
り
ま
し
た
。

 1/
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町からのお知らせ

愛南町職員の給与・定員管理等について

　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の2及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表に関する条

例に基づき、愛南町の給与・定員管理等を公表します。なお、紙面の都合上、詳細についてはホームページ

に掲載させていただきます。詳しくは、総務課職員係（℡  72－1211）までお問い合わせください。

１　総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
（平成24年度末現在）

歳出額
（Ａ）

実質
収支

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
平成23年度の
人件費率

平成24
年度 

人

24,239
千円

16,123,902
千円

583,814
千円 ％ ％

3,158,143 19.6 20.4 

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計（一般・温
泉）決算です。

　　  ２　人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害
補償費等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区
　
分

職
員
数（
Ａ
）

給　与　費 一
人
当
た
り
給

与
費（
Ｂ
／
Ａ
）

給
　 

料

職
員
手
当

期
末
・

勤
勉
手
当

計（
Ｂ
）

平成24
年度

人 千円 千円 千円 千円 千円

405 1,434,431 185,837 503,967 2,124,235 5,245 

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計予算です。
　　  ２　職員手当には、退職手当を含みません。
　　  ３　職員数は、平成24年4月1日現在の職員数です。

２　一般行政職給料表の状況
　　　　　　　　  （平成25年4月1日現在）

（2）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 愛南町 愛媛県 国

一般行政職

大学卒 172,940円 176,355円

総合職
 181,200円

一般職
 172,200円

高校卒 140,702円 142,911円
一般職
 140,100円

技能労務職

高校卒 134,676円 137,789円 －

中学卒 123,026円 122,122円 －

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成25年4月1日現在）

区　分
10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 241,373円 268,112円 324,020円

高校卒 222,100円 242,810円 283,481円

技能労務職
高校卒 187,804円 215,602円 243,014円

中学卒 － － 219,740円

（注）経験年数は、実際の勤続年数に採用前の前歴期間を加えた年数です。

４　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 総括課長 3人 1.2%

５級 課長 35人 13.7%

４級 課長補佐 46人 18.0%

３級 係長・主任 64人 25.1%

２級 主査 81人 31.8%

１級 主事 26人 10.2%

（注）1　愛南町職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成25年4月1日現在）

①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

愛南町 44.6歳 298,131円 333,086円

愛媛県 44.7歳 349,312円 446,864円

国 43.1歳 307,220円 376,257円

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

1号級の
給料月額

136,183 186,598 223,858 263,026 290,443 321,978

円 円 円 円 円 円

最高号級の
給料月額

244,747 309,123 356,225 389,969 402,322 424,417

円 円 円 円 円 円

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものです。

（3）特記事項
○　特別職の給料月額を愛南町特別職等の職員の給料の
特例に関する条例（平成19年愛南町条例第14号）に基づ
き、平成25年4月1日から平成26年3月31日までの間、
以下のとおり減額支給しています。

　・町　長：給料月額  5.0%減額（770,000円→731,500円）
　・副町長：給料月額  5.0%減額（625,000円→593,750円）
　・教育長：給料月額  5.0%減額（570,000円→541,500円）
○　議会議長と副議長の報酬月額を愛南町議会議員の議
員報酬の特例に関する条例（平成22年愛南町条例第15
号）に基づき、平成25年4月1日から平成26年3月31日ま
で、以下のとおり減額支給しています。

　・議　長：報酬月額  1.5%減額（286,000円→281,800円）
　・副議長：報酬月額  1.5%減額（227,000円→223,600円）
○　管理職手当の見直しを行い、平成21年4月1日から定
額制に改正し、以下のとおり減額支給しています。

　・平成22年1月から 総務課長（25,000円減額）、会計管理
者等（18,000円減額）、課長等（15,000円減額）、所長心得
（10,000円減額）
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3級
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25.1％

4級12.7％4級18.0％

5級15.1％ 6級
1.2％

6級
1.2％

6級
1.2％

6級
1.2％

5級13.7％

1年前の構成比

（2）昇給への勤務成績の反映状況
　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、毎年１回
定期的に勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務
能率の発揮及び増進を図っています。
　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定者
として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行い、副
町長及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行います。
　調整した評定結果は町長が最終確認をし、人事異動、昇任及び
昇給等に活用しています。
　勤務評定による昇給区分は以下のとおりです。

評定区分

昇給区分

A B C D E

特にすぐ
れている

すぐれて
いる

普通である
普通より
も劣る

よくない

54歳以下 号給数 8以上 6 4 2 0

55歳以上 号給数 2以上 1 0 0 0

　また、人事異動に当たっての希望、勤務状況についての自己評
価、現在の仕事についての成果などを申告する自己申告書を職員
に提出させ、人事異動において活用しています。

５　職員の手当の状況
 （1）期末手当・勤勉手当（平成25年度）

区　分
愛南町 愛媛県 国

期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当

支給割合 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分

加算措置
の状況

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

１人当たりの
平均支給額

1,292千円 1,563千円 －

 （3）退職手当（平成25年4月1日現在）

区　分
愛南町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 23.03月分 28.7875月分 23.03月分 28.7875月分

勤続２５年 32.83月分 38.955月分 32.83月分 38.955月分

勤続３５年 46.55月分 55.86月分 46.55月分 55.86月分

最高限度額 55.86月分 55.86月分 55.86月分 55.86月分

その他の
加算措置

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

１人当たり
平均支給額

3,721千円 19,487千円

退職手当の
調整額

　職務の級等の区分に応
じた6段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

　職務の級等の区分に応
じた6段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成24年度に退職した
職員に支給した平均額です。

（2）時間外勤務手当

平成24年度
決算

支給実績 69,378千円

職員１人当たり平均支給年額 178千円

平成23年度
決算

支給実績 68,607千円

職員１人当たり平均支給年額 157千円

（4）特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）

平成24年度
決算

支給実績 4,942千円

支給職員１人当たり平均支給年額 68,639円

職員全体に占める手当支給職員の割合 18.5%

平成25年度 手当の種類（手当数） 9

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、年2回勤

務成績の評定を行い、勤勉手当成績率に反映し、公務能率の発

揮及び増進を図っています。

　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定

者として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行

い、副町長及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行

います。

　調整した評定結果は町長が最終確認をし、勤勉手当へ反映し

ています。

手当の名称 主な支給対象業務職員
左記職員に対
する支給単価

税徴収等手当 町税の徴収に関する事務に従事した職員 日額250円

防疫作業手当

感染症患者若しくは感染症の疑いのあ
る患者の救護に従事した職員

日額700円

感染症の病原体に付着した物件若しく
は付着の危険がある物件の処理作業に
従事した職員

家畜伝染病の病原体を有する家畜若し
くは家畜病原体を有する疑いのある家
畜に対する防疫作業に従事した職員

野猿駆除手当 野猿駆除に従事した職員 1回2,000円

行旅病死人
等収容手当

行旅病人の収容作業に従事した職員 1回1,000円

行旅死亡人の収容作業に従事した職員 1回3,000円

ごみ処理・
し尿処理手当

ごみ処理及びし尿処理に従事した職員 月額5,000円

火葬業務・
火葬処理手当

やむを得ない事情により火葬処理に従
事した職員

月額5,000円

夜
間
勤
務
手
当

あけぼ
の荘

あけぼの荘における夜間勤務に従事し
た職員

日額250円

環境衛
生セン
ター

環境衛生センターにおける夜間ごみ焼
却業務に従事した職員

1回1,000円

消防職手当
消防職員のうち、階級を有し、制服を
着用し、消防事務に従事する者(事務
専従職員は、支給対象外)

1日250円

救急出動手当
救急救助業務に従事した職員(救急救
命士が出場し、特定行為を実施した場
合は、250円を加算)

1回250円
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歳
以
上

構成比

1年前の構成比

区
　
分

20
歳
未
満

20
歳
〜
23
歳

24
歳
〜
27
歳

28
歳
〜
31
歳

32
歳
〜
35
歳

36
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
43
歳

44
歳
〜
47
歳

48
歳
〜
51
歳

52
歳
〜
55
歳

56
歳
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

2 11 18 17 49 64 54 61 56 69 66 0 467

 人 人  人  人 人  人 人 人 人 人 人 人 人

構
成
比

0.4 2.4 3.9 3.6 10.5 13.7 11.6 13.1 12.0 14.8 14.1 0.0 100 

％ ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

（注）　職員数は一般職に属する職員数（教育長1人を除く。）であ
り、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含
み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向職員
等（平成24年5人及び平成25年4人）を除いています。

（3）年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分

部門

職員数
主な増減理由平成

24年
平成
25年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会 3人 3人 0人

総　務 57人 56人 △1人 管理職兼務による減員

税　務 14人 14人 0人

民　生 101人 98人 △3人 退職者不補充による減員

衛　生 45人 42人 △3人 衛生施設の業務見直しによる減員

農林水産 28人 28人 0人

商　工 12人 12人 0人

土　木 14人 14人 0人

小　計 274人 267人 △7人
特
別
行
政
部
門

教　育 82人 73人 △9人
給食センター統合等の業
務見直しによる減員

消　防 49人 50人 1人 業務見直しによる増員

小　計 131人 123人 △8人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 38人 38人 0人

水　道 13人 13人 0人

交　通 0人 0人 0人

下水道 1人 1人 0人

その他 26人 25人 △1人 業務見直しによる減員

小　計 78人 77人 △1人

合　計 483人 467人 △16人

（注）　職員数は、一般職に属する職員数（教育長1人を除く。）であ
り、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含
み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向職員
等（平成24年5人及び平成25年4人）を除いています。

８　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）分限処分（平成24年度）

処分事由 地方公務員法 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くな
い場合

第28条第1項第1号 － － － － 0件 

心身の故障の場合
第28条第1項第4号
　　　第2項第1号

－ － － － 0件 

職に必要な適格性
を欠く場合

第28条第1項第3号 － － － － 0件 

職制、定数の改廃、
予算の減少により
廃職、過員を生じ
た場合

第28条第1項第4号 － － － － 0件 

刑事事件に関し、
起訴された場合

第28条第2項第2号 － － － － 0件 

失職した場合 第28条第4項    　  － － － － 0件 

合　　　　　計 0件 0件 0件 0件 0件 

７　職員数の状況

（2）職員数の推移

年 度
部 門

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

過去5年間の
増減数(率)

一般行政 327人 318人 309人 293人 274人 267人 △60人
（△18.3％）

教 育 102人 97人 88人 87人 82人 73人 △29人
（△28.4％）

消 防 43人 44人 43人 45人 49人 50人 7人
（16.3％）

普通会計
計 472人 459人 440人 425人 405人 390人 △82人

（△17.4％）

公営企業等
会計 計 80人 79人 80人 80人 78人 77人 △3人

（△3.8％）

総合 計 552人 538人 520人 505人 483人 467人 △85人
（△15.4％）

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です
（教育長1人を除く。）。

６　特別職の報酬等の状況
（平成25年4月1日現在）

区　分
給料月額等 平成25年度期末手当支給割合

減額後 （減額前） 6月期 12月期 計

給
　
料

町　長 731,500円 (770,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

副町長 593,750円 (625,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

教育長 541,500円 (570,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

報
　
酬

議　長 281,800円（286,000円） 1.40月分 1.55月分 2.95月分

副議長 223,600円（227,000円） 1.40月分 1.55月分 2.95月分

議　員 181,000円（　　－　　）1.40月分 1.55月分 2.95月分

（注）　特別職の給料月額は、愛南町特別職の職員の給料の特例に関す
る条例（平成19年愛南町条例第23号）に基づき、平成25年4月1日か
ら平成26年3月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・町　長：給料月額　5.0％減額（770,000円→731,500円）
・副町長：給料月額　5.0％減額（625,000円→593,750円）
・教育長：給料月額　5.0％減額（570,000円→541,500円）
（注）　議会議長と副議長の報酬月額を愛南町議会議員の議員報酬の特例

に関する条例（平成22年愛南町条例第15号）に基づき、平成25年4月1日
から平成26年3月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・議　長：報酬月額　1.5％減額（286,000円→281,800円）
・副議長：報酬月額　1.2％減額（227,000円→223,600円）
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９　職員の服務の状況
（1）年次有給休暇（平成24年1月1日～同年12月31日）

総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B/C）

消化率
（B/A）

9,110日 1,918日 229人 8.4日 21.1%

（注）１　全対象職員数とは、平成24年1月1日から同年12月31日

までの全期間を在職した一般職員に限り、当該期間の中

途に採用した者、退職した者、当該期間中に育児休業、

休職の事由がある職員及び派遣職員を除くものとし、そ

れらの職員を除いた職員の使用した年次有給休暇の合計

数を総取得日数とします。

　 　２　総付与日数とは、平成24年1月1日現在において各職員

に付与した日数（前年からの繰越分を含む。）を全対象職員

にわたって合計したものです。

（2）懲戒処分（平成24年度）

処分事由 地方公務員法 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 第29条第1項第1号 5件 － － － 5件

職務上の義務に違
反し又は職務を
怠った場合

第29条第1項第2号 － － － － 0件

全体の奉仕者たる
にふさわしくない
非行があった場合

第29条第1項第3号 － － － － 0件

合　　　　　計 5件 0件 0件 0件 5件

（2）育児休業等の取得状況（平成24年度）

区　　　　　　　分 男性 女性 合計

 育児休業取得者数 － 5人 5人 

 うち新規取得者数 － 4人 4人 

 部分休業取得者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

 深夜勤務及び時間外勤務の制限請求者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

（注）１　部分休業とは、地方公務員の育児休業等に関する法律

第19条に規定する部分休業です。

　　 ２　深夜勤務及び時間外勤務の制限とは、愛南町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例第8条の3に規定する深夜及び

時間外勤務の制限です。

10　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
研修の状況
　職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施して
います。

区　　　分 研　修　名　等

職場内研修
接遇接客研修、法制執務研修、人事
評価研修、人権教育研修ほか

職
場
外
研
修

基
本
研
修

階層別研修
新採職員研修、中堅職員研修、係長
級研修、課長級研修

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
研
修

法令コース
行政法講座、民法講座、地方自治法
講座、法制執務講座

政策形成
コース

政策立案講座、政策法務講座、問題
解決能力講座

対人能力
コース

折衝力・交渉力講座、プレゼンテー
ション講座、クレーム対応講座、ロ
ジカルシンキング講座

管理能力
コース

マネジメント能力講座、意思決定能
力講座、広報とマスコミ対応講座

行政経営
コース

県民との協働推進講座、ＣＳ（生活者
満足度）向上講座

行政実務
コース

法人会計講座（複式簿記入門コース、
営利法人コース）、文章力向上講座

派遣
研修

専門研修機関 市町村アカデミー

官公庁 愛媛県

11　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員の健康保持、疾病予防対策の状況（平成24年度）

区  分 概         要

職員定期

健康診断

年に1度、本庁及び各支所において、以下の職員

定期健康診断を行いました。

（健診内容）

身体測定、血圧測定、視力・聴力検査、尿検査、

心電図検査、貧血検査、肝機能検査、血中脂質

検査、血糖検査、胸部X線検査、眼底検査、大

腸がん検査、前立腺がん（40歳以上男性対象）検

査、腎機能痛風検査、糖尿病検査、乳がん検査

健康相談

上記職員定期健康診断後に、産業医、保健師及

び栄養士による健康相談を実施し、職員の健康

確保に努めました。

産業医

職場巡視

定期的に産業医が職場を巡視し、業務や業務環

境を観察することを通じて、健康障害の防止及

び快適な職場環境の形成を図りました。

（2）職場の安全衛生の状況（平成25年度）
　労働安全衛生法等に基づき、衛生委員会の設置、産業医、衛生

管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と職場における職

員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備しています。

（3）福利厚生制度に係る負担状況（平成24年度普通会計決算）

区       分 負担金額

共済組合負担金
愛媛県市町村職員共済組合 503,688千円

愛媛県公立学校共済組合 20,400千円

愛媛県市町村互助会 2,870千円

（4）公務災害の状況（平成24年度）

平成23年度末
現在未処理件数

受理
件数

認定
件数

公務外
件数

取下げ
件数

平成24年度末
現在未処理件数

1件 3件 2件 0件 0件 2件

（5）通勤災害の状況（平成24年度）

平成23年度末
現在未処理件数

受理
件数

認定
件数

公務外
件数

取下げ
件数

平成24年度末
現在未処理件数

0件 0件 0件 0件 0件 0件

（6）勤務条件に関する措置要求の状況（平成24年度）

区　分
平成23年度
末係属件数

措置要求
件数

終結件数
平成24年度
末係属件数

給　　与 － － － －

旅　　費 － － － －

勤務時間 － － － －

休　　暇 － － － －

執務環境 － － － －

福利厚生 － － － －

任　　用 － － － －

そ の 他 － － － －

計 0件 0件 0件 0件

（注）職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、愛媛県人事委員
会（以下「人事委員会」という。）に対して、地方公共団体の当局に
より適当な措置が執られるべきことを要求することができる。

（7）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成24年度）

区　分
平成23年度
末係属件数

措置要求
件数

終結件数
平成24年度
末係属件数

分
限
処
分

降任 － － － －

休職 － － － －

免職 － － － －

懲
戒
処
分

戒告 － － － －

減給 － － － －

停職 － － － －

免職 － － － －

そ の 他 － － － －

計 0件 0件 0件 0件

（注）職員は、懲戒処分等その意に反すると認められる不利益な処分を受
けた場合は、人事委員会に対して、不服申立てをすることができる。
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人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

■
人
権
啓
発
室
か
ら

河内美優さん

人権作文を発表する川村優芽さん

コーディネーターを
務めた飯田豊一先生

志磨村俊二先生

　
『
「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ

と
」
へ
〜
差
別
の
現
実
か
ら
深
く

学
ぶ
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
愛
南
町
人
権
ふ
ぉ
ー

ら
む
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ふ
ぉ
ー
ら
む
は
、
町
内
中
学
生

有
志
に
よ
る
愛
南
町
解
放
子
ど
も

会
「
解
放
未
来
塾
」
の
歌
『
私
た
ち

の
合
言
葉
』
の
合
唱
で
幕
を
開
け
、

開
会
行
事
で
は
一
本
松
中
学
校
３
年

生
の
川
村
優ゆ

芽め

さ
ん
が
、
人
権
作
文

『「
あ
り
が
と
う
」の
意
味
』
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
河
内
さ
ん
は
、
未
来
塾
で
の
た

く
さ
ん
の
出
会
い
や
交
流
か
ら

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知

り
、
人
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
訪
問
介
護
の
仕
事

に
就
き
、
そ
の
後
も
未
来
塾
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
り
、
未
来
塾
へ
の

思
い
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

ら
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
未
来
塾

が
誇
り
だ
と
胸
を
張
り
、
「
数
か

月
前
ま
で
塾
生
だ
っ
た
立
場
を
生

か
し
、
子
ど
も
た
ち
と
大
人
の
架

け
橋
に
な
っ
て
、
私
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い
」
と
結

び
ま
し
た
。

　
志
磨
村
先
生
は
、
小
学
校
４
年
生

の
と
き
に
被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
差
別
が
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
社
会
的
差
別
を
自

ら
が
受
け
る
と
い
う
現
実
を
理
解
す

る
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か

し
、
教
育
と
い
う
中
で
差
別
に
つ
い

て
正
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
正
し

く
知
る
こ
と
で
将
来
が
展
望
で
き

た
。
こ
の
問
題
を
正
し
く
知
る
こ
と

の
大
切
さ
を
自
分
の
生
い
立
ち
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
差
別
は
人
間
関
係
の

中
で
発
生
す
る
。
正
し
い
学
習
で
こ

の
問
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
人
間
関

係
の
中
で
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、
「
教
育
と
い
う

中
で
差
別
問
題
を
き
ち
ん
と
教
え
る

こ
と
で
被
差
別
部
落
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
勇
気
を
与
え
、
い
っ
し
ょ

に
生
き
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
「
愛
南
町
解
放
未

来
塾
」
前
塾
長
の
河
内
美み

優ゆ

さ
ん
と
高
知
県
須
崎
市

立
須
崎
中
学
校
の
志
磨
村

俊し
ゅ
ん
じ二

校
長
の
お
二
人
を
迎

え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
平
城
小
学
校
の

飯
田
豊と

よ

一か
ず

教
頭
が
、
自
ら

の
意
見
を
交
え
な
が
ら
会

を
進
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
か
ら
も

差
別
に
関
す
る
様
々
な
意

見
が
発
表
さ
れ
、
住
民
一

人
一
人
の
自
己
実
現
を
可

能
に
す
る
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
の
創
造
に
む
け
、
意

義
深
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　３月１１日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　３月８日（土）・２６日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
２
０
１
４ 

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
の

助
成
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
「
食
」
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

　
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
平
成
26

年
４
月
１
日
時
点
で
原
付
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に

は
、
平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
が

か
か
り
ま
す
。
す
で
に
廃
車
し
た
、

人
に
譲
っ
た
又
は
盗
難
に
あ
っ
た
場

大
会
日
時
　
６
月
７
日（
土
） 

　
　
　
　
　
13
時
ス
タ
ー
ト

場
所
　
愛
南
町
西
海
地
域

申
込
締
切
　
４
月
10
日（
木
）

申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(h

ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
)

又

は
郵
便
に
よ
る
申
込
み

※
本
大
会
は
２
０
１
４
Ｊ
Ｔ
Ｕ
エ
イ
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ

対
象
大
会
、
２
０
１
４
長
崎
国
体
愛
媛
県
選
考
会
、

２
０
１
４
Ｊ
Ｔ
Ｕ
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ー
キ
ッ

ト
大
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
長
年
社
会
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
の
施
術
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者
　
愛
南
町
に
住
所
を
有

す
る
満
65
歳
以
上
の
方

助
成
額
　
１
診
療
当
た
り
１
，０
０
０

円（
１
か
月
に
２
回
ま
で
）

施
術
機
関
　
愛
南
町
内
、
宇
和
島
市

内
で
指
定
を
受
け
て
い
る
施
術
所 

※
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
宿
毛
市

内
の
施
術
所
も
指
定
し
ま
す
。

そ
の
他
　
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

　
℡
７
２
―

７
３
２
５

合
な
ど
で
、
ま
だ
廃
車
又
は
名
義
変

更
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方

は
、
４
月
１
日（
火
）ま
で
に
必
ず
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
愛
南
町
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
否

の
確
認
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
高
齢
と
な
り
食
生
活
に
支
障
が

あ
る
方
に
対
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
高
齢
者
の
単
身
世
帯
及
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
食
事
の
準
備

が
困
難
な
方

利
用
者
負
担
額
　

　
１
食
に
つ
き
４
５
０
円

利
用
回
数
　
週
４
回
（
月
・
火
・
木
・

金
の
希
望
日 

※
昼
食
の
み
）

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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平
成
26
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
正
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
送
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
大
切
な
仕
組

み
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
人
口
の
約
４
割
の
方

が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
国
保
の
財
政
運
営
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
20
年
度
か

ら
の
５
年
間
で
、
「
一
般
会
計
」
か

ら
「
国
保
会
計
」
へ
の
財
政
支
援
額

は
９
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
般

会
計
か
ら
の
補
て
ん
が
増
え
続
け
る

と
、
国
保
加
入
者
以
外
の
方
へ
の
負

担
が
更
に
重
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
国
保
加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な

ど
に
よ
っ
て
１
人
当
た
り
の
医
療
費

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

平
成
16
年
度
の
町
村
合
併
以
降
、
保

険
税
率
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
行
税
率
の
ま
ま
で
は
、
今
後
毎

年
３
億
円
近
く
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
保
険
税
率
を
比
較
表
の
と
お
り

改
正
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
病
気
を
早
期
に
発
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
特
定
健
診
等
の

受
診
促
進
を
図
り
、
ま
た
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
啓
発
を
行
う
な

ど
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
の
で
、

皆
様
に
も
国
保
制
度
及
び
国
保
税
に

つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

保険税率比較表

区　分
平成26年度（改正後） 平成25年度（改正前）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分

所得割額（％） 7.0 2.2 2.1 5.3 1.5 1.4

資産割額（％） 29.6 7.4 5.9 36.6 10.4 6.7

均等割額（円） 16,900 5,100 5,700 14,800 4,200 5,200

平等割額（円） 23,500 6,900 5,400 20,200 5,800 4,900

〔医療分：基礎課税分〕
〔支援分：後期高齢者支援金等課税分〕
〔介護分：介護納付金課税分（40歳～64歳）…40歳になった月から、65歳となる月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  の前月まで介護分が課税されます〕
所得割額：（平成25年中の合計所得金額－33万円）×上表の税率
資産割額：平成26年度の固定資産税額
　　　　　（土地・家屋分：共有財産を含む）×上表の税率
均等割額：上表の税率×世帯内の国保加入者数（被保険者数）
平等割額：1世帯につき上表の税額
※低所得者の負担軽減を図るため、世帯主と世帯内の国保加入者の合計所得に
応じて、均等割額及び平等割額の、7割・5割・2割分を減額する制度を設けて
います。
（ただし、未申告の方は軽減を受けられませんので、申告をお願いします。）

　
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
は
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
普
通
郵
便

で
の
送
付
に
な
り
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
課
又
は
各
支
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

医
療
費
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

◇
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

◇
一
つ
の
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
複
数
回
の

投
薬
等
で
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◇
緊
急
性
が
な
い
場
合
、
休
日
や
時
間

外
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◇
医
薬
品
に
か
か
る
費
用
を
抑
制
す
る

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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平
成
26
年
４
月
分
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

■
町
民
課
か
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
町
民
課
か
ら

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間

と
時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
又
は

一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制

度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
国
民
年
金

を
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

前
納
す
る
場
合

○
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
期
限
は
平

成
26
年
４
月
30
日
で
す
。）。

○
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

前
納
に
な
り
ま
す
。）。

【
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
の

国
民
年
金
保
険
料
額
】

◇
１
か
月
ず
つ
納
付

　
　
１
８
３
，０
０
０
円

　（
１
５
，２
５
０
円
×
12
か
月
）

◇
12
か
月
分
ま
と
め
て
納
付

　
　
１
７
９
，７
５
０
円

　（
12
か
月
前
納
の
割
引
額

　
　
　
　
　
　
　
　
３
，２
５
０
円
）

◇
６
か
月
分
ま
と
め
て
納
付 

　
　
９
０
，７
６
０
円

　（
６
か
月
前
納
の
割
引
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

７
４
０
円
）

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
３
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

  

税
務
課
等
か
ら

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

平
成
26
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は

１
５
，２
５
０
円
で
す
。

　（
平
成
25
年
度
保
険
料
額

　
　
１
５
，０
４
０
円
か
ら

　
　
　
２
１
０
円
引
上
げ
）

　
今
回
被
保
険
者
証
の
更
新
に
合
わ

せ
、
愛
南
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
「
後
発

医
薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
、新
薬
（
先
発

医
薬
品
）
の
独
占
販
売
期
間
が
終
了

し
た
後
に
販

売
が
許
可
さ

れ
る
医
療
用

薬
品
の
こ
と

で
す
。
新
薬

と
有
効
主
成

分
や
そ
の
含

有
量
は
同
じ

で
、
品
質
・
安

全
性
が
同
等

と
み
な
さ
れ

て
い
る
薬
で
す
が
、
価
格
は
新
薬
に

比
べ
大
幅
に
安
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
例
え
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
う
と
一
般
的
に
自
己
負
担
３
割

の
方
で
、
高
血
圧
の
薬
で
年
間
２
，

５
０
０
円
、
糖
尿
病
の
薬
の
場
合
は

４
，
８
０
０
円
ほ
ど
安
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し

て
も
ら
う
に
は
、
医
師
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
し
て
ほ
し
い
」
と

伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分
か

ら
言
い
出
し
に
く
い
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
使
っ
て
、
医
師
や
薬
剤

師
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望

意
思
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」

特
産
品
販
売
出
店
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
の
ご
案
内

■
西
海
支
所
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
環
境
衛
生
課
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

■
水
道
課
か
ら

　
愛
南
町
の
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
５
月
25
日
（
日
）
、
南
レ
ク

ロ
ッ
ジ
前
広
場
を
主
会
場
に
「
愛
南

び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」
を
開
催

し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た

り
、
出
店
希
望
者
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
10
日（
月
） 

18
時
〜

場
所
　
城
辺
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
３
階
中
ホ
ー
ル

問
合
せ

　
商
工
観
光
課
内
　
愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　
外
泊
地
区
に

受
け
継
が
れ
る

石
垣
の
文
化
を

保
存
伝
承
し
、

心
に
残
る
ふ
る

さ
と
の
風
景
を

守
ろ
う
と
、

「
い
し
が
き
守

ろ
う
会
」
と
外

泊
地
区
が
主
催

す
る
「
石
垣
の

里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
２
０
０

個
以
上
の
愛
ら
し
い
石
雛
が
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
〜
４
月
３
日（
木
）

散
策
展
示
場
所
　
外
泊
地
区
集
落
内

（
野
外
展
示
）

※
５
月
６
日
（
火
）
ま
で
「
石
垣
の
里 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
平
日
は
点
灯
し
な
い
期
間
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
西
海
支
所  

℡
８
２
―

１
１
１
１

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
緑
乙（
樋
口
）

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
３
月
13
日（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
１
月
下
旬
、
愛
南
町
内
（
一
本
松

地
域
）
で
、
特
定
外
来
生
物
「
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
の
メ
ス
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

に
触
る
と
咬
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
メ
ス

は
毒
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
素
手
で

捕
ま
え
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
が
必
要
で

す
。
万
が
一
咬
ま
れ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
場
合
は

家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）

を
噴
霧
し
て
駆
除
す
る
と
と
も
に
、

環
境
衛
生
課
又
は
愛
媛
県
生
物
多

様
性
セ
ン
タ
ー（
℡
０
８
９
―

９
３
１

―

８
７
５
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
員
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
書
類
、

報
酬
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
１
名

資
格
要
件
　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

申
込
締
切
　
４
月
11
日（
金
）

検
針
区
域
　
僧
都
区
域
（
僧
都
、
山

出
）　
※
１
５
０
件
程
度

問
合
せ  

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５
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可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
・

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

■
愛
南
地
域
連
携
会
議
か
ら

　
鈴
木
さ
ん
（
仮
名
）
の
奥
さ
ん
は
、

介
護
疲
れ
か
ら
体
調
を
崩
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
の
勧
め
も
あ

り
、
老
人
保
健
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
１
週
間
利
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
夫
婦
が
離
れ
て
過
ご
す
こ

と
は
初
め
て
な
の
で
、
施
設
の
利
用

は
不
安
で
し
た
。
施
設
の
相
談
員
か

ら
、
老
人
保
健
施
設
は
①
医
師
が
い

て
看
護
師
の
数
も
多
く
、
医
療
的
に

安
心
で
き
る
。
②
必
要
に
応
じ
て
個

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
　

③ 

好
き
な
と
き
に
車
椅
子
に
乗
る
こ

と
も
で
き
る
な
ど
と
聞
き
、
二
人
と

も
安
心
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

当
日
が
き
ま
し
た
。
施
設
の
職
員
が

鈴
木
さ
ん
を
ベ
ッ
ド
ま
で
迎
え
に
き

て
、寝
台
車
で
移
動
し
ま
し
た
。
最
初

は
緊
張
気
味
だ
っ
た
鈴
木
さ
ん
も
、

職
員
の
笑
顔
の
対
応
に
つ
ら
れ
た
の

か
、
い
つ
し
か
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
心
配
し
て
い
た
痛
み
は
、
看
護
師

が
こ
ま
め
に
観
察
し
な
が
ら
薬
の
管

理
を
行
い
、
施
設
医
師
、
か
か
り

つ
け
医
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
気
分
の
良
い
日
は
ベ
ッ
ド
か
ら

車
椅
子
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
少
し
の

距
離
な
ら
自
分
で
車
椅
子
を
使
っ
て

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
と
一

緒
に
喜
び
ま
し
た
。
面
会
に
来
た
奥

さ
ん
は
、
鈴
木
さ
ん
と
一
緒
に
、
上

手
な
寝
返
り
の
仕
方
や
排
泄
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
一
週
間
の
施
設
利
用
で
、
奥

さ
ん
の
体
調
は
ず
い
ぶ
ん
良
く
な
り

ま
し
た
。
利
用
後
、
ケ
ア
マ
ネ
が
感

想
を
尋
ね
る
と
、
奥
さ
ん
は
「
医
療

管
理
を
し
て
も
ら
え
る
施
設
だ
っ
た

の
で
良
か
っ
た
」、
鈴
木
さ
ん
は
「
自

分
で
車
椅
子
を
動
か
せ
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ケ
ア

マ
ネ
は
、「
自
分
ば
か
り
休
ん
で
悪
い

気
が
す
る
」
と
言
う
奥
さ
ん
に
「
奥

さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
夫
婦

が
一
緒
に
家
で
暮
ら
せ
る
条
件
で
も

あ
り
ま
す
よ
」
と
伝
え
、
今
後
の
利

用
も
勧
め
ま
し
た
。

　
数
か
月
が
経
過
し
、
鈴
木
さ
ん
の

体
力
は
日
ご
と
に
落
ち
て
い
き
ま
し

た
。
も
う
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く
体

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
マ
ネ
は
、

訪
問
介
護
、訪
問
看
護
を
中
心
に
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
、鈴
木
さ
ん
の
体
調
に
合
わ

せ
て
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
風
呂
に
入
る
体
力
が
な
い
た
め
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
体
や
頭
、
手
足
も
洗
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
「
お

風
呂
に
入
れ
な
く
て
も
、
き
れ
い
に
し

て
も
ら
っ
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ヘ
ル

パ
ー
や
看
護
師
が
来
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
徐
々
に
食
事
の
量
が
減
り
、
つ
い
に

全
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
奥
さ
ん
は
不
安
で
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
「
入
院
し
た
方
が
い
い
の
だ
ろ

う
か
」
と
ケ
ア
マ
ネ
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
鈴
木
さ
ん
の
口
か
ら
「
入
院
は
も

う
え
え
。
家
に
お
り
た
い
」
と
い
う
言

葉
が
出
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
、
本
人
の

希
望
を
受
け
入
れ
、
家
で
看
取
る
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。

　
食
事
の
代
わ
り
に
点
滴
が
始
ま
り
ま

し
た
。
訪
問
看
護
師
は
、
毎
日
鈴
木
さ

ん
の
状
態
を
観
察
し
な
が
ら
、
か
か
り

つ
け
医
や
訪
問
介
護
士
、
ケ
ア
マ
ネ
と

の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。
訪
問
看
護
師

が
点
滴
の
管
理
や
介
護
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
加
え
、
鈴
木
さ
ん
や
奥
さ
ん
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
都
度
聞
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
点
滴
に
よ
る
栄
養
補
給
が
続
い
て
か

ら
数
日
後
、
鈴
木
さ
ん
の
容
態
が
急
変

し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
傍
ら
に
は
長

シ
リ
ー
ズ
④

年
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
奥
さ
ん
が
看

護
師
と
共
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
鈴

木
さ
ん
は
、
や
が
て
安
ら
か
に
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
「
お
父
さ

ん
、
よ
う
が
ん
ば
っ
た
ね
。
あ
り
が
と

う
ね
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
、最
後
に
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
が
ん
検
診
か
ら
始
ま
っ
た
鈴
木
さ
ん

と
奥
さ
ん
の
が
ん
と
の
闘
い
。
二
人
に

一
人
は
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
る
昨

今
、
鈴
木
さ
ん
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
決

し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
か
ら
生
活
支
援
ま
で
、
様
々
な
人

を
介
し
て
、
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
、
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
、
今
、
愛
南
町
に

あ
る
地
域
資
源
を
基
に
、
愛
南
町
で
で

き
る
こ
と
と
し
て
、
愛
南
地
域
連
携
会

議
を
通
じ
て
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
ま
で

読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
お
わ
り
）

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

７
３
２
５
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予
備
自
衛
官
補
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

２
年
間
を
振
り
返
っ
て

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

専
門
的
な
医
療
を
よ
り
早
く
患
者
様
に
提
供
し
ま
す

　
〜
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
急
搬
送
へ
の
取
組
〜

■
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

　
南
宇
和
病
院
で
は
、
救
急
医
療

体
制
の
充
実
と
良
質
な
医
療
を
迅

速
に
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
た

め
、
平
成
25
年
５
月
、
屋
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
整
備
し
た
新
県
立
中
央

病
院
の
始
動
に
合
わ
せ
、
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
患
者
搬
送
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
愛
媛
県
消
防
防
災
航
空

隊
が
愛
南
町
消
防
本
部
の
要
請
に

基
づ
き
、
県
立
中
央
病
院
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得
て
、
長

距
離
搬
送
に
伴
う
病
状
へ
の
負
担

を
軽
減
し
、
迅
速
に
搬
送
す
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
地

理
的
不
利
な
条
件
に
あ
る
愛
南
町

で
も
、
質
の
高
い
適
切
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

 

病
院
に
隣

接
す
る
僧
都

川
河
川
敷
を

臨

時

ヘ

リ

ポ
ー
ト
と
し

て
活
用
で
き

る
強
み
を
生

か
し
、
屋
上

ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
備
え
た
市
立
宇
和
島
病
院
や
県

立
中
央
病
院
（
所
要
時
間
約
30
分
）

へ
搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
今
後
と
も
救
急
医

療
体
制
の
充
実
に
努
め
、
良
質
な

医
療
を
患
者
様
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て

愛
南
町
の
医
療
を
守
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

問
合
せ

　
県
立
南
宇
和
病
院

 

℡  
７
２
―

１
２
３
１

①
予
備
自
衛
官
補
　
　
　
応
募
締
切
　
４
月
２
日（
水
）

②
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
　
応
募
締
切
　
４
月
25
日（
金
）

※
①
と
②
で
、応
募
資
格
や
試
験
日
等
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

  

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡  
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ
　
会
長
の
砂
田
で
す
。
２
年
の
任
期

を
終
え
、
こ
の
た
び
会
長
を
退
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
が

発
足
し
て
２
年
。
た
く
さ
ん
の
方
々

と
出
会
い
、
一
緒
に
活
動
で
き
た
こ

と
は
私
の
人
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し

た
。
町
の
広
報
誌
や
新
聞
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
な
ど
で
会
の
活
動
を
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

励
ま
し
の

声
が
私
た

ち
の
や
り

が
い
で
も

あ
り
ま
し

た
。
今
後

も
、
会
の

一
員
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
小
児
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
に

関
心
の
あ
る
方
、
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

　
今
後
と
も
「
守
る
会
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
ポ
ス
ト
」
を
設
置

し
て
３
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
も
う
す
ぐ
私
た
ち
が
皆
さ
ん
の

思
い
を
先
生
方
、
看
護
師
さ
ん
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
！
ま
た
、
２
月
中
旬
に
は
鬼

北
町
の
「
医
療
を
守
る
市
民
団
体
」

の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

の
守
る
会
の
活
動
の
参
考
に
な
る

有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
後
日
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
詳
し
い
内
容
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

防災ヘリによる
搬送件数

（平成25年度）

7月 1件

8月 2件

11月 1件

12月 2件

1月 3件

合計 9件
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在職当時の篠原先生

〜
ま
ち
を
元
気
に
〜
「
げ
ん
き
市
」
を
開
催
し
ま
す

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
か
ら

日
時
　
３
月
16
日（
日
）　
11
時
〜
14
時

　
　
　（
歩
行
者
天
国
10
時
〜
15
時
）

場
所
　
城
辺
商
店
街
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん

内
容
　
リ
ヤ
カ
ー
市
な
ど
の
バ
ザ
ー
、
商
店
街
ワ

ゴ
ン
セ
ー
ル
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
町
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
展
、
腕
に
覚
え
の
素
人
展 

な
ど

問
合
せ

　
愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

　（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
）℡
７
３
―

２
２
８
８ 

お知らせ

お
済
み
で
す
か 

確
定
申
告

宇
和
島
税
務
署
か
ら

　
確
定
申
告
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税

を
さ
れ
る
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞
税
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
用
紙
な
ど
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.

n
ta.g
o
.jp
)

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
簡
単
に
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

３
月
17
日（
月
）ま
で
で
す
。
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
申
告
と
納
税
は
３
月
31
日
（
月
）
で
す
。期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
場
合
の
振
替
日
】

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
　
４
月
22
日（
火
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
　
４
月
24
日（
木
）

※
指
定
さ
れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
税
務
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

お知らせ

　
昨
年
６
月
に
着
任
し
た
診
療
所

を
わ
ず
か
７
か
月
で
、
し
か
も
突

然
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
は
「
ど
う
し
て
？
」
と
驚

か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
今
年
１
月
の
検
査
で
大

腸
が
ん
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
狭

窄
が
強
く
、
い
つ
腸
閉
塞
を
起
こ

し
て
も
不
思
議
な
い
状
況
で
し
た

の
で
、
早
く
治
療
を
始
め
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
手
術
と
術
後
の

長
期
の
化
学
療
法
が
必
要
と
診
断

さ
れ
た
た
め
、
急
き
ょ
辞
職
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
関

係
す
る
多
く
の
方
々
に
大
変
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
、
本

当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様
に
は
、

期
待
に
応
え
ら
れ
ず
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
１
月
20
日
に
入
院
し
て
１
月
31

日
に
手

術
を
受

け
、
現

在
順
調

に
経
過

し
て
い

ま
す
。

　
美
し
い
景
色
の
も
と
、
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
、
親
切
に
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
く
仕
事
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
愛
南
町
の
皆
様
、
ど
う
か
お
元

気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
お
幸

せ
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
平
成
26
年
２
月
９
日

　
篠
原
幹
男
先
生
は
、
医
師
不
足

に
悩
む
愛
南
町
の
た
め
に
静
岡
市

か
ら
本
町
へ
の
赴
任
を
決
意
し
て

い
た
だ
き
、
昨
年
６
月
１
日
付
け

で
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診

療
所
長
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
愛
南
町
の
地
域
医
療
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
篠
原
先
生
の
ご
快

復
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

お
知
ら
せ

　
今
月
の
「
あ
い
な
ん
音
故
知

新
」
は
誌
面
の
都
合
に
よ
り
、
お

休
み
し
ま
す
。

愛
南
町
の
皆
様
へ

　
元
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所
長
　
篠
原  

幹み
き

男お



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※4月の引取日は、9日、16日、
30日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

福岡内科外科医院
一本松 TEL84-3600

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

春分の日
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（4月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（4月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（4月の収集は17日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（4月の収集は25日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

４月の主な行事予定
  7日（月）
  8日（火）
　  〃
  9日（水）
　  〃
10日（木）

9：00～16：00
10：00～  
10：00～  
10：00～  
13：00～15：00
10：00～

消費生活相談員相談日
町内小学校入学式
篠山小中学校入学式
町内中学校入学式
行政相談
あいなん幼稚園入園式

役場本庁
各小学校
篠山中学校
各中学校
城の辺学習館ほか
あいなん幼稚園

第31回 全日本少年軟式野球大会
南予地区予選
●内海グラウンドほか
　8：30～17：00
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福岡内科外科医院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（4月の収集は1日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（4月の収集は7日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（4月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（4月の収集は15日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（4月の収集は21日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（4月の収集は23日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

乳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H25年7月11日～9月10日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

２０１４年
平成２６年３月暮らしカレンダー

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

平成25年度 第2回剣道級位審査会
●一本松交流促進センター
　9：30～12：00

菊川小学校閉校式
●菊川小学校
　14：00～

消費生活相談員相談日
●役場本庁　9：00～16：00

第27回 愛南町
クロッケー親睦交流会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00

若者しごと相談会
●愛南町就職支援センター
　11：20～15：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

町内小学校卒業式
●各小学校
　

町内小・中学校修了式
●各小・中学校
　

あいなん幼稚園卒園式
●あいなん幼稚園
　10：00～11：00

第9回 愛南町スポーツ少年大会 剣道競技
●一本松交流促進センター
　13：00～16：00

第45回 南宇和郡サッカー選手権大会
●南レク城辺多目的広場
　8：30～17：00

第36回 西日本軟式野球大会
南宇和支部予選
●南レク城辺球場
　9：00～17：00

第20回 愛南レクバレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00

第31回 全日本少年軟式野球大会
南予地区予選
●内海グラウンドほか
　10：00～15：00

第6回 愛南町スポーツ少年大会
バレーボール競技
●一本松交流促進センター
　8：30～17：00第10回 愛南町女子9人制

バレーボール大会
●御荘B&G海洋センター体育館
　9：00～16：00

御荘文化センター自主事業
舞の海秀平氏 講演会
●御荘文化センター
　19：00～21：30

第36回 西日本軟式野球大会
南宇和支部予選（Ｃ級）
●あけぼのグラウンド
　9：00～17：00

町内中学校卒業式
●各中学校
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　このコラムを書くときには、季節の行事や記念日を調

べるのだが、家に掛けてあるカレンダーに、電気記念日

があるのを見つけた。明治20年 3月 25日、日本に家庭

用の配電が始まったことを記念して制定されたようだ。

　我々が電気を使うようになって、たかだが130年余り

だが、はるか昔から電気を利用している魚がいる。その

名もシビレエイ。胸びれにある発電器官で電気を起こし、

砂の中に隠れている小魚やエビなどを感電させて捕まえ

るそうだ。見つけたときには、どれほどの電気ショック

があるのか試してみたくなるが、水中で感電したら ... と

考え直してしまう。砂に潜っている姿を瀬ノ浜でよく見

かけていたのだが、環境が変化したためか、最近は見か

けなくなってしまった。

　自然エネルギーが見直されている現在、シビレエイに

ヒントを得た発電がなんとかできないものか・・・など

と考えてしまうダイバーの浅知恵である。

（撮影地 :瀬ノ浜）            愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!! 　  「電気ビリビリ」vol40

　松山市を拠点に世界各地

で活躍されている愛南町出

身の料理研究家、門田智
と も こ

子先

生を講師に招き、4回目とな

る「うみらいくキッチン」が

行われました。

　今回は「おもてなし料理」

がテーマで、参加者は、門田

先生に料理をおしゃれに盛

り付けるコツや食事の際の

マナーなどを教わりながら、

ブリのあられ揚げ、鯛のおか

ら蒸し、カキのお宝寒天寄せ

の 3品を楽しく調理しまし

た。

おしゃれレシピを
学ぼう

2/

7

発電して狩りをするシビレエイ

写真

4

防災マップで 2年連続の快挙
1/

25

写真

5

　福浦小学校5、6年生10名が作成した『高齢者避難

時サポートマップ』が、「第10回小学生のぼうさい探

検隊マップコンクール」（日本損害保険協会など主催、

応募作品2,191点）で最高賞の文部科学大臣賞に選ばれ

ました。同校は、昨年も『高台へGO!避難経路マップ』

で同賞を受賞しており、2年連続の快挙達成となりま

した。また、1、2年生2名による作品も佳作に選ばれ

ました。

　2月 10日には、福浦小学校で賞状伝達式や防災マッ

プづくりに関する発表会があり、保護者や地域の方々

が集まりました。

　子どもたちの発表を受けた保護者からは、「マップづ

くりが始まったことをきっかけに緊急時持出袋を備え

るようになり、中身も充実させる必要があると感じる

ようになった」、「実際に子どもたちと避難路を歩いて

みて、急に津波が来たときにその道を登れるのか疑問

に感じた」などといった意見がありました。

　マップづくりの取組が、地域住民の防災意識の高揚

につながっていることを改めて感じた子どもたちは、

その成果に充実した表情を見せていました。

写真

6

福浦小 5、6年生の皆さん

1、2年生の発表の様子
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　次代の文化の担い手となる

子どもたちに、優れた舞台芸

術を鑑賞する機会を提供しよ

うと、一本松交流促進センター

で、人間国宝の山本東次郎氏

を擁する大蔵流狂言 山本会に

よる狂言公演が行われました。

公演では「柿
か き

山
や ま ぶ し

伏」と「附
ぶ す

子」

が演じられ、鑑賞した一本松

小・中学校、篠山小・中学校、

僧都小学校の児童・生徒や保

護者が一流の文化芸術を楽し

みました。

本物の芸術に
触れる

2/

5

写真

3

1

2 4

5

6

おいしく
健康づくり

1/

17

写真

1

　食を通して健康づくりを推

進しようと、町食生活改善推

進協議会 ( 尾﨑イトミ会長 )

主催による「あいなん食改味

まつり」が、城の辺学習館で

開催されました。

　会場には、三色押し寿司や

ブリのオレンジ焼き、ふろふ

き大根など主食、主菜、副菜、

また、汁物やデザートなど数

多くの料理が用意され、100

名を超す来場者が料理を楽し

く味わいました。

　柏小学校と内海公民館共催

によるスキー教室がソルファ

オダスキーゲレンデ (内子町 )

で行われ、児童46名と教職員

や保護者など総勢約79名が参

加しました。

　最初は緊張した表情の子ど

もたちでしたが、徐々に滑り

方のコツをつかみ、何度も転

びながらもとても楽しそうに

スキーを満喫しました。

すべって ころんで 
柏小スキー教室

1/

26

写真

2

3
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　御荘 B&G 海洋センター体育館で
「第21回 B&G会長杯ミニバレーボー
ル大会」が開催され、女子 1部に 3
チーム、女子 2部に (50 歳以上 ) に
7チームが参加しました。
【大会結果は次のとおり
( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部

2部

B&G会長杯
ミニバレーボール大会

1/26

　四国中央市川之江体育館で開催さ

れた「第45回全国ミニバスケット

ボール大会愛媛県大会」の女子の部

に、本町から愛南ミニバスケット

ボールクラブ (MBC) が出場しまし

た。

　県内の強豪 12 チームがトーナ

メント方式で優勝めざして熱戦を

繰り広げ、愛南 MBC は決勝戦で

惜敗したものの、準優勝という好

成績を収めました。

愛南MBCが県大会で
準優勝

1/17、18 

　「第 22 回愛媛県少年剣道選手権大会」が県武道館で開催され、小学校 5、6年

と中学校 1、2年の男女の部に、本町から 30 名の選手が出場しました。大会では、

二神明
あ

日
す

美
み

さん ( 城辺中 2年 ) が安定した強さをみせて優勝するなど、多くの本

町選手が上位に入りました。

　また、大会終了後には 2013 年度愛媛県剣道連盟賞の表彰も行われ、三堂真
ま

由
ゆ

子
こ

さん ( 城辺中 3年 ) が中学 3年生の最優秀選手に、また、藤田脩
し ゅ う と

人くん ( 南宇

和剣道会 ) が小学 6年生の優秀選手に選ばれました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略。本町選手の 3位までを掲載 )】

小学男子 5年の部 準優勝 髙平貴宣（南宇和剣道会）

中学 1年女子の部 準優勝 上杉奈 （々城辺中）　 3 位 赤松 藍（城辺中）

中学 2年女子の部 優勝 二神明日美（城辺中）

愛南の剣士が大活躍
1/12 髙平くん

2 部優勝 カメレオン

のぶたか

らんな な

写真左から上杉さん、
二神さん、赤松さん

同 優秀選手 藤田くん

2013 年度県剣道連盟
最優秀選手 三堂さん

1 部優勝 向日葵

優勝 向日葵
準優勝 クレヨン
優勝 カメレオン
準優勝 カルテット B
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1 部優勝 平城 SC U-12 2 部優勝 城辺少年サッカークラブ A 3 部準優勝 東海スポーツ少年団

　御荘 B&G 海洋センターを起点に「第 9回愛南町ふれあい健康
マラソン大会」が行われ、小・中学生、高校生、一般、壮年の部
に 669 名が参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略、各部 1位のみ掲載。新は大会新記録、タイはタイ記録 )】

小学 1年 男子 (1km) 梶田栞樹（緑小）　 4分 04 秒（新）

　同　　 女子 (1km) 近平まるこ（平城小） 4 分 23 秒

小学 2年 男子 (1km) 大森 伯（僧都小） 3 分 55 秒

　同　　 女子 (1km) 西田夢果（城辺小） 4 分 10 秒

小学 3年 男子 (1.5km)   倉田裕斗（平城小） 5 分 37 秒

　同　　 女子 (1.5km)   浦川萌花（城辺小） 5 分 59 秒（タイ）

小学 4年 男子 (1.5km) 白石幸誠（平城小） 5 分 35 秒

　同　　 女子 (1.5km) 中平彩寧（城辺小） 5 分 43 秒（新）

小学 5年 男子 (2km) 梶田眞秀（緑小）　 7分 28 秒

　同　　 女子 (2km) 若松いぶき（城辺小） 7 分 42 秒

小学 6年 男子 (2km) 山本剛大（平城小） 7 分 03 秒

　同　　 女子 (2km) 井場木才紀（長月小） 7 分 44 秒

中学 1年 男子 (4km) 永尾元弥（御荘中） 13 分 55 秒（新）

　同　　 女子 (3km) 山岡美沙子（御荘中） 11 分 30 秒

中学 2年 男子 (4km) 増田周大（城辺中） 14 分 19 秒

　同　　 女子 (3km) 二神明日美（城辺中） 11 分 06 秒（新）

中学 3年 男子 (4km) 清家航輔（御荘中） 14 分 13 秒

　同　　 女子 (3km) 永尾つぐみ（城辺中） 13 分 11 秒

高校 男子 (4km) 河内宏太（南宇和高校）13 分 09 秒

高校 女子 (3km) 吉田遥香（南宇和高校） 11 分 11 秒（新）

一般 男子 (4km) 田中俊也 13 分 20 秒（新）

一般 女子 (3km) 白石沙織 11 分 43 秒（新）

壮年 男子 (4km) 酒井平雄 14 分 46 秒（新）

壮年 女子 (3km) 岩﨑早百合 18 分 17 秒

愛媛新聞社賞  田中俊也、白石沙織

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

　南レク城辺公園芝球技場ほかで「第 43 回東海杯少年サッカー大会」が開催され、町内外から 30 チーム

327 名の選手が参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

小学生 1部 (6 年生以下 ) 優勝 平城 SC U-12　準優勝 城辺少年サッカークラブ B 
小学生 2部 (4 年生以下 ) 優勝 城辺少年サッカークラブ A　準優勝 平城 SC U-10
小学生 3部 (2 年生以下 ) 優勝 津島 FC Jr　準優勝 東海スポーツ少年団

東海杯少年サッカー大会
1/26

ゆめ

なかん

はく

か

ゆう と

も か

こう せい

あや ね

ま お

たか ひろ

さ き

もと や

さ こみ

としゅう

す みあ

こう すけ

こう た

はる か

しゅん や

さ おり

り

おつね

さ ゆ

ふれあい健康マラソン大会
2/2
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
月曜日
火・木曜日
●園庭・保育室開放
水・金曜日
●育児（電話）相談
月～金曜日
土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
月・水・金曜日
●園庭等開放
火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30

* 3月7日（金）・24日（月）・26 日（水）、  
4月4日（金）は御荘夢創造館で行い
ます。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

13 日（木）、27 日（木）       13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

家串保育所

御荘保育所

柏保育所

3 月の子育てサポートご案内

17日（月）～ 20日（木）

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

 “思い出”作り

10日（月） 入園入学グッズ製作 10:30 ～ 11:30
※布、糸など材料はご持参ください。

16 日（日） げんき市世代間交流
子どもブースに来てね♪
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弥
生
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

み
な
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う
わ
俳
句
会

　
水
仙
や
風
を
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し
て
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直す

ぐ
立
つ

宮
下
　
峰
月

　
松
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の
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と
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す
　
　
　
　

濵
　
　
初
榮

　
昔
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追
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初
春
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の
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長
尾
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の
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矢
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都
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中
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濱
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１月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

１月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第45回
12

　巻き網漁で獲られるキビナゴは、鮮度落ちが早いため夜明け前に獲るそうです。うまい、
安い、栄養満点の 3拍子揃った魚で、刺身はもちろん、焼いても揚げてもおいしく食べ
ることができます。
　キビナゴは、脂肪分が少なくとても食べやすい魚です。そして、何といってもカルシ
ウムの宝庫です。干せばカルシウム量は、なんと 10 倍以上に。
　また、温暖な地域特性を利用して 2月中旬から収穫する愛南町の極早生たまねぎは、
収穫後貯蔵しないで出荷するので辛みが少なく、新鮮な葉付きで販売もします。
　玉ねぎを切ると涙が出てくるのは、玉ねぎに多く含まれる「硫化アリル」という栄養
成分の影響ですが、この物質にはビタミン B1 の吸収や働きを高め、体の新陳代謝を活発
にして疲労回復を早める効果があります。
　年度替わりの忙しい毎日に、体の中から疲れを取りましょう。食育レシピは、皆さん
の明日の元気をサポートします。

キビナゴの南蛮漬け
〈材料（4人分）〉
キビナゴ
塩・こしょう
小麦粉
極早生玉ねぎ 
人参
レモン
青しそ
サラダ油
《南蛮ダレ》
だし汁
みりん
砂糖
レモン汁
醤油

キビナゴはきれいに水洗いし、水気をしっかりふ
き取って全体に塩・こしょうをふる。
玉ねぎは薄切りにしてザルに入れ、サッと水洗い
する。
人参は皮をむき、せん切りにする。
南蛮ダレの材料を小鍋に入れてひと煮たちさせ、
バット等に移して冷ましておく。
①のキビナゴに薄く小麦粉をまぶし、170℃の揚
げ油でカラッと揚げ、熱いうちに南蛮ダレに漬け
込む。
玉ねぎ、人参、いちょう切りにしたレモンを⑤の
南蛮ダレに加えてさっと混ぜる。
⑥を器に盛り、せん切りにした青しそを散らす。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　最近、目が疲れているように感じます。毎月中旬は、広報誌
の編集作業や誤植チェックなどで、小さな活字とにらめっこす
る時間が増えるので、仕事のせいかと思いきや、どうやらテレ
ビでのソチオリンピック観戦が原因のようです。
　17 日間にわたって開催された雪と氷のスポーツの祭典を、深
夜まで観戦した方は多いのではないでしょうか。私も、全力で
競技する日本人選手の活躍に感動を与えられた一人ですが、年
齢が同じということもあり、スキージャンプの葛西紀明選手の
応援には特に力が入りました。葛西選手がラージヒルで 2回目
のジャンプを終え、最終ジャンパーの結果次第で、葛西選手の
メダルの色が金か銀のどちらかに決まる・・・。「葛西選手に金
メダルを獲らせてあげたい」、そんな気持ちから、相手選手の失
敗を心の中で願ったのは私だけでしょうか。自国の選手を応援

3 月の食材は、キビナゴと極早生玉ねぎです。

するあまり、ライバル選手の失敗を期待していた私ですが、葛
西選手がメダル獲得への大ジャンプを成功させたときの他国ラ
イバル選手やコーチの喜びの反応を見て、今までの観戦の姿勢
を反省しました。
　15 歳という若さでメダルを獲得した選手もいれば、40 歳を過
ぎてメダルを獲得した選手もいます。メダルを獲得できなかっ
た選手の活躍も含め、今大会は、幅広い年代に夢や希望を与え
てくれた大会になったのではないでしょうか。
　葛西選手は、大会前の日本選手結団式で「不

ふ と う ふ く つ

撓不屈」という
言葉を使い、大会での活躍を誓いました。幾度となく苦難を乗
り越えてきた葛西選手のその言葉に、「諦めないこと」の大切さ
を改めて感じます。

200g
少々

大さじ1.5
50g
15g
適量
4枚
適宜

50cc
60cc

大さじ1.5
40cc

大さじ2.5

作り方

①

②

④
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⑤
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